
小中一貫ＣＳだより第33号 平成30年12月20日発行 石川小・中学校 文責（松）

目指す子ども像(15歳の姿）：将来への憧れ・夢・希望・目標をもち、意欲的に学習に取り組み自分の考えや思いを豊かに表現できる子ども

11月27日（火）、小学校において、平成３０年度第３回学校運営協議会が行われました。その概要に

ついてお知らせします。

１ 小・中学校の２学期の様子について ３ 特別活動、学校行事等

・学習・学力面の実態・概要 について

・諸検査の結果概要 ４ その他

・進路志望の状況（中学校） ・校舎の耐力度測定調

２ 生徒指導等の状況 査について

・いじめや不登校の状況

・情報モラル教育について

・特別支援教育について

12月5日（水）、第３回小中一貫教育研究協議会が行われました。小学校

の授業参観、各分科会での情報交換、全体会が実施され、今後の方向性に

ついて、共通理解が為されました。

三役会・・・○教育自立圏推進公開発表

会の振り返り○健全育成協議会の持ち方

について○今年度の乗り入れ授業につい

て○小中合同新年会について○３学期あ

いさつ運動など

第４回学校運営協議会は２月２６日（火）の午後に中学校で行われま

す。傍聴を希望する方は中学校教頭まで電話でお知らせください。

特別活動部・・・○ボラ

ンティア活動について

○マラソンタイムの提案

○合同行事について

学習指導部・・・○道徳の評

価について○家庭学習の仕方

について○「あじさい」のあ

る学習について○諸検査の結

果について

特別支援教育

部・・○子ど

もの情報交換

○タブレット

の使い方など

生徒指導部・

・・○冬季引

き渡し訓練に

ついて○情報

交換 全体会・・・分科会の話題を

共有しました。



道徳で行った「ひろさき卍学」
12月４日（火）、中学校七戸教諭が「弘前の偉人の一

人・柴田やす」について、「新・弘前人物志」を教材化

した道徳の授業を３年生で行いました。中学校の「ひろ

さき卍学」指導計画では「進学希望校に関わりのある人

物の志について学び、志をもとうとする。（柴田やす、

菊池九郎、笹森順造、本田庸一、陸羯南）」とあり、こ

の計画に則って、実施してくれました。女子教育に生涯

を捧げた「柴田やす」先生の人生から、将来の生き方に

ついて考えました。

山本教頭がコミュニティ・スクール
について学んできました

12月10日（月）、「平成30年度地域とともにある学校づくり推進フォーラム（東京会場）」が文部科学

省で開催され、山本教頭が参加してきました。『繋』をテーマに４部構成から成るフォーラムで、全国

から約500名の参加者がありました。地域と学校の「つながり」について特色ある事例等を勉強してき

ましたので一部紹介します。

【第１章】「つながり～つながりの大切さを知った日～」をテー

マに、熊本県益城町立益城中央小学校校長から発表がありました。

益城町といえば２年前の熊本地震で震度７を記録した場所です。

この地震をきっかけに地域と学校のつながりを再確認し、今も150

名の地域ボランティアが年間20回程、学校に協力しているそうで

す。地域全体で子どもを育てるという強い思いを感じました。

【第２章】「つなげる～一人でできないことも・・～」をテーマ

に、行政（文科省）、小学校、中学校、高等学校、各々の立場から発表があり、「情報の共有→ビジョン

の共有→アクションの共有（協働）→成功体験の共有」の循環、「学校教育・家庭教育・社会教育のつ

ながりを一歩前に進める」こと、「地域を知り、地域に関わり、価値ある素材を引き出す」こと、「子ど

も・学校中心の地域を意図的に作る」こと、などが「つなげる」ポイントで、コミュニティ・スクール

となって１０年近く経つ地域・学校の発表から、地域と学校のつながりを強くする取組の積み重ねが大

切である、ということを改めて思いました。

【第３章】「つながりたい～そこには目指すものがあるから～」をテーマに、ＣＳマイスター森先生

（福岡教育大学教職大学院教授）がコーディネーターとなって、発表者への質問が繰り広げられました。

「マネジメント力」の必要性など、興味深くお話を伺うことができました。

【第４章】「つなげたい～無限の可能性を探り続ける～」をテーマに、つなげるための空間づくりに

ついて事例発表があり、「人・もの・カネ・情報・時間」のマネジメントの大切さを再認識しました。

各地の特色ある取組を伺って、本校区ではどんなことができるのかな、と考えました。今回の研修で

参考になったこと、考えたことを、今後の取組に生かし、より魅力あるコミュニティ・スクールを築き

たいと思います。（山本）


